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１．はじめに  

 一河川では，現況の流下能力を満足しないことや，

本川との合流点処理方式を水門形式からバック提形

式に見直したことから，河川改修が計画されている．

本川との合流部には，床版構造で簡易な橋梁が設置

されており（写真-1 参照），河道拡幅に伴う橋梁の架

け替えが必要となった． 

 本稿では，河川改修に伴う小規模な橋梁架け替え

における，一般的な橋梁に対する代替案の検討につ

いて報告する． 

２．一般的な橋梁設計 

（１）上部工諸元 

 現況の橋梁は，橋長 3.0ｍ，幅員 2.0ｍ，高欄 1.0

ｍで構成されている．河川改修に伴うスパン延長及

び機能保証の必要性から，上部工諸元は橋長 13.1ｍ，幅員 2.0ｍ，高欄 1.1ｍと計画した．橋梁形式には，「PC

単純スラブ桁橋」を採用した． 

（２）基礎工・下部工諸元 

支持層選定の結果，基礎工は杭長 48.5ｍの杭基礎と計画した．また，本橋梁は荷重条件において見込まれ

る活荷重が小さく，杭径及び杭本数を最小とすることが可能であったため，それぞれφ500ｍｍ，4 本と計画

した．杭径及び杭本数の最小化に伴い，下部工寸法も最小化した． 
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図-1 一般的な橋梁の側面図 
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３．課題及びその他の検討案  

 上記諸元決定後，工費算出を行った結果，杭工費が初期建設費の 4.5 割を占めていた．本橋梁は，選定され

る支持層が深いため，杭長の増大が著しい．以上より，本設計において，道路橋示方書に基づく一般的な橋梁

設計を行った場合，小規模であるにもかかわらず，杭長の増大等による著しい工費の増加が課題となる． 

 上記の課題を踏まえ，経済性を考慮し，一般的な橋梁の代替え案を検討した．代替え案には，「RC現場打ち

ボックスカルバート」，「RC プレキャスト斜角門型カルバート」，「仮橋」の 3 案を提案した．比較を行った結

果，最も経済性に優れる「RC現場打ちボックスカルバート」を採用した． 

４．採用した RC 現場打ちボックスカルバートについて 

 RC 現場打ちボックスカルバートの諸元は，内空高 4.4ｍ，幅員 2.0ｍ，延長 9.3ｍと計画した．ボックスカ

ルバートの幅員を最小とするため，高欄は側面付けとした．上下流の河川断面との連続性を確保するため，内

空断面には護岸にすり付くように無筋コンクリートを打設し，底版上面には上下流の河床と同様に護床ブロッ

クを設置する． 

 支持層は，内部摩擦角φ37°を有する砂質土地盤であり，面で支持されるボックスカルバートにおいて十分

な支持を期待できると判断した．また，圧密検討の結果，下層の粘性土地盤は過圧密であったことから，沈下

はしないと判断した． 

ボックスカルバートは，橋台に対して滑動及び転倒をしない．また，一体のラーメン構造のため支承を省略

でき，落橋しない．以上より，定期点検項目が低減できるため、維持管理費の削減にもつながる． 

５．まとめ  

 本設計は，河川改修に伴う橋梁架け替えにおいて， 

①設計条件：見込まれる活荷重が小さい 

②基本条件：必要スパンが短い 

③施工条件：護岸との同時施工が可能，小規模河川かつ用地が十分であり河川全断面切り回し施工が可能，RC

現場打ち施工に必要な工期確保が可能 

といった上記条件のもと，一般的な橋梁の代替案として，初期建設費及び維持管理費ともに経済性に優れる

RC 現場打ちボックスカルバートを採用し，コストの削減を図った． 

地方自治体が管理する小規模な河川橋の架け替えにおいて、コストの縮減や維持管理の簡易化を図った今回

の事例が参考となれば幸いである． 

図-2 RC 現場打ちボックスカルバートの側面図 
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